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もっと知りたい、自分の街のこと。

幸せ上々、みやこのじょう

˙ ྩ࿨ �೥ 11݄ 1�೔ൃ行
˙ 編集ʗ広報広聴委員会
˙ ൃ行ʗ౎৓市議会

No.39市議会
だより

:oV5VCF都城市議会
公ࣜνϟϯωϧ

都城市議会
'acFCook

都城市議会ϗーϜϖーδ

都城市議会

γϦʔζ

ʮ議会ྗʯ12・・・・・・・・・・�্޲ʙ3 
ಛू

令和̐年度 決ࢉ審査・・・14ʙ5

ৗ೚ҕһձͷ৹ࠪঢ়گ ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ 16ʙ7

ྩ࿨5೥9݄ఆྫձͷ৹ٞ಺༰ɾɾɾɾɾɾɾɾɾ 18ʙ9

市੓Λ問 （͏Ұൠ࣭問）ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ110ʙ11
๺ւಓୋ੘ொ΁࡯ࢹ

��
ϖʔδ すごい議会νϥγ

見た��

イϯελάϥϜ
都城市議会
公ࣜアΧ΢ϯτ

ΦϯϥΠϯで

オンライン報告
会Ͱ

͓会͍͠·͠ΐ
͏



ɹɹ市ຽのօ༷͔Βɺ議会ʹର͠ ʮͯ市ຽの͍ئΛ͔ͳ͑Δ੓ࡦఏҊʯΛͯͬߦ΄͍͠
ͱ͍う੠͕Ξϯέʔτʹ͕͍͋ͬͯ·͢ɻ

議会͔Β੓ࡦఏҊΛߦうͨΊのɺ࣭ ໰ྗݚ্޲मʢ�݄��೔ʣͱ੓ܗࡦ੒ྗڧԽݚमᶅʢ�݄��೔ʣɺ
੓ܗࡦ੒ྗڧԽݚमᶆʢ��݄��೔ʣ͕ Ε·ͨ͠ɻɹ͞ࢪ࣮

質問力強化研修
͔ͨ ʮ͕Ұൠ

࣭໰ʯɺ
͞ΕͲʮҰൠ࣭໰ʯ

「ٞձྗ」্޲΁！
シϦʔζ

法政大学法学部

土
つち

山
やま

希
き

美
み

枝
え

 教授

今
回
は
、
法
政
大
学
法
学
部

土
山
希
美
枝
教
授

を
講
師
に
迎
え
、
一
般
質
問
を
機
能
さ
せ
る
た
め
の

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
議
会
で
の
一
般
質
問
の
役
割
や
一
般

質
問
を
「
ま
ち
の
課
題
」
と
し
て
市
民
に
提
供
し
て

い
る
北
海
道
鷹
栖
町
の
例
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

鷹
栖
町
の
事
例
は
委
員
会
の
調
査
に
つ
な
が
り
、

広
報
広
聴
委
員
会
と
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の

合
同
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

（
P

��
に
関
連
記
事
）

⿟Ұൠ࣭໰͔Β੓ܾࡦ議ʹͭͳ͙こͱ͸よ͍ɻ
⿟ʮ΋ͬͱ௥ͯ͠ٴʯͱ͍う੠ͱɺʮ΋ͬͱ市௕Λ༪Ί͓͖ͯͳ͍͞ʯͱ͍う྆ํ

の੠͕͋ͬͯർΕΔɻ
⿟Ұൠ࣭໰Λҕһ会ͳͲଞの׆ಈʹੜ͔͍ͯ͠Δ࣏ࣗମのऔり૊みΛͯ͑ڭ΄͍͠ɻ
⿟Ұൠ࣭໰のͦのޙΛͲう͢Δʁ

議員の講義への質問・感想

第
3
回
研
修
会
／
7
月
26
日
㈬

【
質
問
力
を
高
め
る
、議
会
力
に
い
か
す
】

アイスブレイク ⿟౎৓市のΠνΦγのʮ৔ॴɾຯɾ΋のʯ͸ʁ
 ⿟ͳͥ議һʹͳͬͨΜͰ͢ ʁ͔
意見交換	 ⿟ٛߨのײ૝͸ʁ ⿟Ұൠ࣭໰ʹ͍ͭͯࢥうこͱ

講
義

意
見
交
換

質
疑
応
答
タ
イ
ム

みやこのじょう 市議会だより No.39 2



ɹɹ市ຽのօ༷͔Βɺ議会ʹର͠ ʮͯ市ຽの͍ئΛ͔ͳ͑Δ੓ࡦఏҊʯΛͯͬߦ΄͍͠
ͱ͍う੠͕Ξϯέʔτʹ͕͍͋ͬͯ·͢ɻ

議会͔Β੓ࡦఏҊΛߦうͨΊのɺ࣭ ໰ྗݚ্޲मʢ�݄��೔ʣͱ੓ܗࡦ੒ྗڧԽݚमᶅʢ�݄��೔ʣɺ
੓ܗࡦ੒ྗڧԽݚमᶆʢ��݄��೔ʣ͕ Ε·ͨ͠ɻɹ͞ࢪ࣮

質問力強化研修
͔ͨ ʮ͕Ұൠ

࣭໰ʯɺ
͞ΕͲʮҰൠ࣭໰ʯ

「ٞձྗ」্޲΁！
シϦʔζ

議会改革アドバイザー

長
おさ

内
ない

紳
しん

悟
ご

 氏 

【
続・政
策
に
つ
な
が
る

課
題
抽
出
の
思
考
と
手
法
】

～
決
算
状
況
か
ら
読
み
解
く
～

議
会
改
革
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
長
内
紳

悟
氏
を
講
師
に
迎
え
決
算
審
査
に

向
け
て
の
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

K
P
I（
重
要
業
績
評
価
）で
市

の
第
�
期
総
合
戦
略
に
あ
る
目
標

が
ど
こ
ま
で
達
成
で
き
た
か
を
確

認
す
る
研
修
も
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
、本
市
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
び
、施
策
と

し
て
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
か
、

成
果
と
施
策
が
つ
な
が
っ
て
い
る

の
か
、な
ど
の
観
点
で
、決
算
を

読
み
取
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

【
研
修
の
成
果
が
表
れ
た

決
算
審
査
】

決
算
額
だ
け
で
は
な
く
K
P
I

の
結
果
も
見
な
が
ら
、成
果
が
き
ち

ん
と
出
た
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
決

算
審
査
が
で
き
ま
し
た
。 第

4
回
研
修
会
／
8
月
21
日
㈪

「
政
策
形
成
力
強
化
研
修
③
」第

5
回
研
修
会
／

10
月
16
日
㈪

「
政
策
形
成
力

強
化
研
修
④
」

施　　策 3.8.5　生涯学習・社会教育の充実
重要業績評価指標（KPI） 基準値 目標値 R4 実績値

「都城教育の日」の認知度 9%（R 元） 50%（R７） 6.1%（R4）

�
月
��
日
に
行
わ
れ
た
第
�
回

研
修
を
受
け
て
、「
決
算
審
査
を
振

り
返
り
、予
算
審
査
に
繋
げ
る
」と

い
う
テ
ー
マ
で
研
修
を
行
い
ま
し

た
。詳
細
は

次
号
で
。 議会力向上のための研修

・１月1７日　政策形成力強化研修⑤
（議会報告会と同時開催）

・１月18日　曽於市議会合同研修会
（コンプライアンス研修）

・ 3 月　政策形成力強化研修⑥

令和 6年度も継続して研修を行います。

今
後
の
予
定

市民は
「都城教育の日」って
どんな日か知らない
のではないか。

教育の日の
認知度が基準値より
下がったのは
なぜ？

↓
決
算
審
査
の
内
容
は
次
ペ
ー
ジ

みやこのじょう 市議会だより No.393



令
和
４
年
度
決
算
審
査

産業経済委員会では、ふるさと納
税寄附金の使い道 8 項目に「農

畜産業への支援」を加えることで、寄
附者のみなさまが本市の農畜産業を直
接支援できるようになると考える。離
農対策などの農畜産業が抱える様々
な問題解決の施策に取り組む契機と
なるとともに、農畜産業に従事され
る方々への還元ができると意見した。
併せて返礼品全般について本市で生産
できるような支援体制づくりを検討す
るよう要望！

医師や心理士の確保が難しく
待機時間が長い

シックキッズケアまるの
病児保育室 ぶどうのみ
きりしまたけのここども園
さつき病後児保育室

文教厚生委員会では、困っていても
相談できない世帯もあると考え相

談が来るのを待つのではなく督促状の
送付に併せて就学援
助の支援策の周知を
行うことを要望！

6ふるさと納税返礼品の

割は農畜産品
学校給食費を
滞納している世帯

病児・病後児保育施設
こども発達センターきらきら242世帯

【自由討議】
ຊ市ʹ͸ۀࣄΛ࣮͍ͯ͠ࢪΔখࣇՊҩӃ͕
ͳ͍ɻވࡾொのখࣇՊҩӃΛར༻͍ͯ͠Δ
ਓ͔Β͸ड਍ͦޙの··༬͚Δこͱ͕Ͱ͖
ΔͨΊརศੑ͕よ͍ͱ͍う੠Λฉ͍͍ͯΔɻ

【自由討議】
ɾ࠷ॳの૬ஊ͸ϦϞʔτͰߦうͳͲの૬ஊମ੍

͕੔͑͹ɺࠞࡶΛ؇࿨Ͱ͖ΔのͰ͸ͳ͍͔ɻ
ɾࢠͲ΋の༷ࢠΛݟͳ͕ΒࠪݕΛߦうのͰϦϞʔ

τͱ͍うܗͰのରԠ͸೉͍͠ɻใु্͕͕Ε
͹ҩ͔ͭݟ͕ࢣΔのͰ͸ͳ͍͔ɻ

ふるさと納税の
使い道と実績

決算審査
9/22

決算審査
9/25

決算審査
9/25

決算審査
9/22

子育て支援に力を入れているからこそ、利用者の声に耳を傾け
あらゆる手立てを講じ、施設および機能の充実を図ることを要望！

みやこのじょう 市議会だより No.39 4



【質疑】	 ࣮੷஋͕མ͍ͪͯΔ͕ɺྩ࿨ � ೥౓ʹ͸���ੈଳͱ͢Δ͍ߴ໨ඪΛ͍ͯ͛ܝΔɻɹɹ
Ͳのようʹୡ੒͢Δの͔ 

【答弁】	 Δɻ͍ͯ͑ߟΛਤΔこͱͰɺՃೖੈଳΛ૿や͍͖͍ͯͨ͠ͱݮຽؗのෛ୲ܰެ࣏ࣗ
·ͨɺެຽؗ௕͔ΒのΞϯέʔτ݁Ռ౳Λ΋ͱʹɺࣜג会ࣾN55σʔλܦӦڀݚ
ॴʹࣗެ࣏ຽؗのෛ୲ܰݮʹͭͳ͕Δࡦࢪʹ͍ͭͯ૬ஊ͍ͯ͠ΔͱこΖͰ͋Δɻ

令
和
４
年
度
決
算
審
査

各
常
任
委
員
会
の
意
見
・
要
望
や
質
疑
、
自
由
討
議
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

決
算
額
は
、
千
円
以
下
を
切
り
捨
て
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

建設委員会で特定空家の
早期対策に向けた対策を要望！

住民サービスの低下を招く
ことがないよう十分な業務
体制、必要な予算の確保を
要望！

入居率の向上への対策や
新たな活用方法の検討を要望!

総務委員会では、ひなた暮らし実現応援事業で過去に給付金が返還されて
いることから、定着率について考慮する必要があ

ると考える。給付金の要件について積極的な見直しを
行い、本市の実情に添った事業とすることで、返還しな
い仕組みづくり、すなわち移住者が長く本市に住み続け
たくなる仕組みづくりを求める！

空家等対策
推進事業

道路維持補修管理業務

自治公民館への
新規加入世帯数

都城市の令和４年度
決算歳出額（※普通会計）

移住・定住
推進事業

市営住宅の空き室

1,246億4,970万円

1,552万円

5,955万円

5,６74万円 500世帯
令和4年度

26%※決算審査時

令和元年度597世帯

※普通会計…一般会計に整備墓地特別会計を加え、重複する経費を控除したもの

決算審査
9/22

決算審査
9/25

決算審査
9/22

決算審査
9/25

みやこのじょう 市議会だより No.395



◦
常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
◦

令
和
5
年
度

補
正
予
算
を
審
査
し
ま
し
た

て
い
る
。
そ
の
方
針
に
基
づ
き
、
必
要

に
応
じ
て
設
計
に
反
映
さ
せ
る
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

意
見
・
要
望

都
城
運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

屋
外
ト
イ
レ
の
設
置
を
計
画
す
る
こ
と
。

請
願
審
査

「
都
城
市
生
誕
1
0
0
周
年

及
び
新
市
制

周
年
記
念

行
事
等
推
進
に
関
す
る
請
願

書
」大

正
13
年
に
旧
都
城
町
は
都
城
市
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
来
年
、
同
生
誕
か

ら
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
併
せ
て
、

本
市
は
、
平
成
18
年
に
旧
4
町
と
対
等

（
新
設
）
合
併
し
、
新
市
制
を
開
始
し

18
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ら
記
念
行

事
の
開
催
等
を
求
め
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

一
般
質
問
の
答
弁
で
、
市
の
主
催

と
し
て
行
う
こ
と
は
難
し
い
旨
や
、
民

間
団
体
で
の
開
催
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ

て
い
た
。
そ
れ
に
対
す
る
考
え
は
 

十
分
認
識
し
て
い
る
。
請
願
が
不

採
択
の
場
合
は
、
民
間
で
の
開
催
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

採
択
結
果

不
採
択

人
が
子
ど
も
達
に
押
し
付
け
た
よ
う
な

も
の
に
な
ら
な
い
「
都
城
市
こ
ど
も
計

画
」
を
作
成
す
る
た
め
に
も
、
子
ど
も

の
意
見
を
聴
く
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
こ
と
。

文
化
財
保
護
事
務
費

文
化
財
等
の
各
種
情
報
を
保
存
し
て

い
た
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
が
破
損
し
、デ
ー

タ
が
開
け
な
く
な
っ
た
た
め
復
旧
に
伴

う
必
要
経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
と
る
な
ど
の
対

応
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
 

５
年
の
リ
ー
ス
期
間
が
終
了
し
た

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
使
っ
て
い
た
が
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
と
る
と
い
う
認
識
が

不
足
し
て
い
た
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

意
見
・
要
望

認
識
不
足
に
よ
り
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
取
っ
て
お
ら
ず
、
復
旧
に
必

要
な
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
市
を

あ
げ
て
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
環
境
を
整

え
て
お
く
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
デ
ー

タ
は
市
民
の
貴
重
な
財
産
な
の
で
、
危

機
管
理
意
識
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
。

都
城
運
動
公
園
サ
ブ
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事

都
城
運
動
公
園
野
球
場
の
北
側
整
備

に
伴
い
、
屋
内
競
技
場
に
加
え
、
新
た

に
屋
根
付
き
ブ
ル
ペ
ン
、
サ
ブ
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
設
け
、
市
民
の
健
康
増
進
の
ほ

か
、
プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
、
野

球
競
技
の
大
会
合
宿
等
に
活
用
す
る
予

定
で
す
。

今
後
、

設
計
の
進

捗
に
伴
い
、

年
度
を
ま

た
い
で
工

事
が
継
続

で
き
る
よ

う
、
費
用

の
承
認
を

新
た
に
求

め
る
も
の

で
す
。

質
疑
・
答
弁

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
高
齢
者
が
い
る

と
想
定
さ
れ
る
。
近
く
に
屋
外
ト
イ
レ

を
設
置
す
る
考
え
は
 

隣
接
す
る
屋
内
競
技
場
や
、
野
球

場
の
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
も
ら
う
。

安
全
対
策
の
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
考
え
は
 

既
に
都
城
警
察
署
と
協
議
を
始
め

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
か
ら

こ
ど
も
ま
ん
な
か
会
議
へ

条
例
改
正

法
令
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
を
、「
こ
ど
も
ま

ん
な
か
会
議
」
に
統
合
す
る
た
め
、
既

存
の
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
を
生

か
し
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

支
援
法
の
改
正
に
併
せ
て
条
例
改

正
の
手
続
き
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
 昨

年
の
６
月
に
こ
ど
も
家
庭
庁
が

創
設
さ
れ
た
際
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
が
改
正
さ
れ
た
。

改
正
の
手
続
き
が
漏
れ
て
い
た
た
め
、

今
回
併
せ
て
改
正
す
る
。

自
由
討
議

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
会
議
」
に
集
約

さ
れ
る
子
ど
も
施
策
に
取
り
組
む
た
め

に
は
、
子
ど
も
の
意
見
を
聴
く
体
制
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
、
子
ど
も
を

連
れ
て
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
な
会
議

に
す
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
大
人

が
子
ど
も
達
に
押
し
付
け
な
い
「
都
城

市
こ
ど
も
計
画
」
を
作
成
し
て
欲
し
い

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

意
見
・
要
望

こ
ど
も
の
施
策
に
取
り
組
む
た
め
大

7議案・1請願を審査しました総務委員会

7議案を審査しました文教厚生委員会

請願審査補正予算審査

18
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◦
常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
◦

9
月
15
日
・
19
日
に
予
算
や
条
例
な
ど
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
議
案
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

開
催
す
る
た
め
の
負
担
金
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

こ
れ
ま
で
事
業
が
休
止
し
て
い
た

理
由
及
び
再
開
を
要
望
す
る
に
至
っ
た

理
由
に
つ
い
て
は
？

多
額
の
事
業
費
が
必
要
で
事
業
効

果
の
観
点
か
ら
休
止
し
て
い
た
。

国
道
2
2
2
号
は
異
常
気
象
時
に
規

制
区
間
が
あ
り
、
倒
木
や
法
面
崩
壊
等

で
通
行
止
め
が
発
生
し
て
い
る
。
南
海

ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
災
害
の
発
生

が
危
惧
さ
れ
、
後
方
支
援
を
行
う
た
め

国
道
2
2
2
号
と
国
道
2
2
2
号
牛
ノ

峠
バ
イ
パ
ス
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

観
光
等
の
経
済
圏
の
拡
大
に
も
効
果
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
再
開

を
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

意
見
・
要
望

事
業
再
開
に
は
、
災
害
対
策
の
側
面

も
あ
り
早
期
事
業
化
に
向
け
、
国
や
県

に
対
し
て
積

極
的
な
要
望

活
動
に
取
り

組
み
、
決
起

大
会
を
契
機

と
し
積
極
的

な
P
R
活
動

を
行
う
こ
と
。

質
疑
・
答
弁

補
助
金
額
の
積
算
根
拠
は
 

県
の
補
助
額
は
1
ℓ
当
た
り
6
円

で
、
栽
培
品
目
ご
と
に
10
ア
ー
ル
当
た

り
の
標
準
重
油
使
用
量
を
定
め
、
そ
れ

に
作
付
面
積
と
単
価
を
乗
じ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

当
初
、
寄
附
金
1
5
0
億
円
、
件
数

72
万
8
千
件
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
増

加
す
る
見
込
の
た
め
追
加
の
経
費
を
計

上
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
昨
年
と
の
比

較
と
、
通
信
運
搬
費
の
経
費
の
内
容
は
 

本
日
ま
で
の
申
込
件
数
が

34
万
8
千
4
4
6
件
、
金
額
は
約
61
億

円
の
寄
附
と
な
り
、
昨
年
度
比
は
約

1
3
8
%
の
伸
び
率
で
あ
る
。
通
信

運
搬
費
は
返
礼
品
を
年
間
1
0
0
万
件

以
上
送
付
し
、
本
年
か
ら
返
礼
品
と
一

緒
に
移
住
関
係
の
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
梱

す
る
も
の
で
あ
る
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

意
見
・
要
望

ふ
る
さ
と
納
税
額
は
今
年
度
も
更
に

伸
び
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
返
礼
品
の

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。
10
月
の
指
定
制

度
の
改
正
も
踏
ま
え
、
法
令
等
の
遵
守

に
つ
い
て
は
、
返
礼
品
等
提
供
事
業
者

へ
の
周
知
徹
底
を
行
う
こ
と
。

都
城
市
営
住
宅
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
公
営
住
宅

の
集
約
化
に
伴
い
、
昭
和
48
年
度
建
設

28
戸
を
18
戸
に
、
昭
和
49
年
度
建
設
24

戸
を
8
戸
に
改
正
し
、
都
原
団
地
の
既

存
住
宅
を
解
体
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

解
体
し
た
市
営
住
宅
の
跡
地
利
用

の
計
画
に
つ
い
て
は
 

解
体
後
の
空
き
地
は
、
駐
車
場
等

に
す
る
予
定
で
、
一
部
は
売
却
も
含
め

検
討
中
で
あ
る
。

入
居
し
て
い
る
方
の
今
後
の
要
望

に
つ
い
て
は
 

1
4
1
戸
の
う
ち
82
世
帯
が
入
居

中
で
、
新
築
へ
の
住
み
替
え
希
望
76
世

帯
、
他
の
団
地
へ
の
移
転
希
望
1
世
帯
、

施
設
入
居
を
含
む
民
間
へ
の
移
転
希
望

5
世
帯
で
あ
る
。

審
査
結
果

全
会
一
致
で
可
決

道
路
橋
り
ょ
う
総
務
費

国
道
2
2
2
号
牛
ノ
峠
バ
イ
パ
ス
の

休
止
区
間
の
事
業
再
開
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
都
城
市
、
日
南
市
、
三

股
町
で
協
議
会
を
構
成
し
決
起
大
会
を

都
城
市
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業

都
城
運
動
公
園
及
び
山
之
口
陸
上
競

技
場
の
完
成
を
見
据
え
た
プ
ロ
キ
ャ
ン

プ
等
の
誘
致
活
動
を
行
う
こ
と
と
、
山

之
口
陸
上
競
技
場
の
指
定
管
理
に
伴
い
、

施
設
管
理
の
知
識
を
持
っ
た
人
材
と
な

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
2
名
を
雇
用
す

る
た
め
、
運
営
費
補
助
金
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

質
疑
・
答
弁

業
務
の
内
容
と
雇
用
期
間
は
 

プ
ロ
キ
ャ
ン
プ
と
ア
マ
チ
ュ
ア

キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
活
動
を
行
う
人
材
1

名
と
、
山
之
口
陸
上
競
技
場
の
指
定
管

理
の
知
識
を
持
っ
た
人
材
1
名
を
予
定

し
、
1
月
か
ら
3
年
間
の
雇
用
期
間
を

見
込
ん
で
い
る
。

暖
房
用
等
燃
料
費
緊
急

支
援
事
業

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
に

基
づ
き
、
国
と
農
業
者
が
1
対
1
で
積

立
し
、
原
油
価
格
高
騰
時
に
補
填
金
が

支
払
わ
れ
る
仕
組
で
、
発
動
基
準
は
原

油
単
価
1
ℓ
当
た
り
81
・
6
円
で
す
。

具
体
的
に
は
、
発
動
基
準
単
価
を
超

え
た
部
分
の
2
分
の
1
を
国
が
補
助
し
、

県
と
市
で
残
り
の
2
分
の
1
を
補
助
す

る
制
度
で
、
制
度
未
加
入
者
で
も
、
市

か
ら
の
助
成
額
は
加
入
者
と
同
額
と
な

り
ま
す
。

4議案を審査しました建設委員会

4議案を審査しました産業経済委員会
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郵便局におけるマイナンバーカード交付事務委託に伴う必要経費の増においては、窓口を増やす
必要はないと考えること、また、個人情報保護委員会が行政指導で指摘したように、窓口が増える
ことは、個人情報の漏えいが懸念されるため反対する。

反対
討論

農業の物価高騰対策については、ふるさと納税も活用して、価格高騰分の全額補助を行う全面的
な支援が必要である。消防団運営費については積極的に消防団を増やす取り組みを強化する必要が
ある。女性総合相談事業にかかわる窓口業務体制については、正職員での対応体制づくりが必要で

ある。市職員の採用を増やすことは、市民の命、職員の命を守ることにつながる。任意であるマイナンバーカー
ドの取得に対し、さらなる普及・促進のためのマイナポイント活用マイナンバーカード普及促進事業は、1,000
万円をこえる不用額がある。この事業が必要だったのか、疑問が残る。以上の理由で認定できない。

反対
討論

この議案は、マイナンバーカードの交付
申請の受付等の事務を追加するとした郵便
局事務取扱法の一部改正を受けて、議決事

項を変更するものである。市の窓口では、マイナンバー
カードの交付申請の受付等、 5つの事務ができるよう
になった。現在、多くの市民が保有、交付しているため、
窓口を増やす必要がないと考える。窓口が増えることは、
個人情報の漏洩が懸念されるため反対する。

反対
討論

マイナンバーカードの誤登録に伴って、
返納者が相次いでいる一方、利便性が広
く認識され、交付申請は伸び続けている。

また、本市においては、これからカード更新の
5年を迎える市民が多く、窓口の利用が増えるこ
とが想定される。幸い、本市ではご登録の確認は
なく、今後も窓口を拡充させるべきと考えるため、
賛成する。

賛成
討論

令和5年9月定例会の審議内容について
上程された議案数………【市長提出議案 33件　諮問 6件　請願 1件　議員提出議案 4件】

賛否が分かれた議案の討論

会期:令和5年9月1日～10月2日

議案第90号 令和 5年度都城市一般会計補正予算（第 6号）

議案第96号 令和4年度都城市一般会計歳入歳出決算の認定について

議案111号 議決事項の変更について

賛否が分かれた議案の表決結果
市長提出
議案番号 件　　　名 議決日

赤

塚

岩

元

江
内
谷

榎

木

音

堅

神

脇

川

内

楠

見

黒

木

小

玉

坂

元

迫

間

佐

藤

杉

村

筒

井

徳

留

中

田

中

村

成

合

畑

中

羽
田
野

広

瀬

別

府
森
綿

屋

長

友

賛

成

反

対
৹議
݁Ռ

第90号 令和 5 年度都城市一般会計補
正予算（第 6 号） 9月21日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○

議
長
の
た
め
表
決
に
は
参
加
し
な
い
。

�3 � Ҋݪ
Մܾ

第96号 令和 4 年度都城市一般会計歳
入歳出決算の認定について 10月2日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ �3 � ೝఆ

第97号
令和 4 年度都城市国民健康保
険特別会計歳入歳出決算の認
定について

10月2日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ �3 � ೝఆ

第111号 議決事項の変更について 9月21日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ �3 � Մܾ

請願番号 件　　　名 議決日

5第2号

都城市生誕100周年令和 6 年
度（西暦2024年）及び新市制
18周年令和 6 年（西暦2024
年）記念行事等推進に関する
請願書

9月21日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● � �� ෆ࠾୒

議員提出
議案番号 件　　　名 議決日

第5号 健康保険証の存続を求める意
見書 9月21日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ● � �� Ҋݪ

൱ܾ
○　賛成した議員　　　●　反対した議員
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全会一致で
可決した
意見書

議案第97号 令和4年度都城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和 4年度に医療費のために国保加入者から徴収した国保税は、半分以上を公費でまかなって
いるため、かかった医療費の20％ほどである。国保運営基金を安易に取り崩して、このように使っ
てはどうかという議論ではなく、県への納付金の財源不足への対応や算定方式の変更に伴う対応

などに当てることなどを想定しておく必要があるため、賛成する。

賛成
討論

令和4年度国保特別会計歳入歳出差引残高は 1億9801万695円の黒字となった。国保運営基金
は、令和 3年度26億33百万円で被保険者一人当たり 7万 2千円である。令和 3年度の決算剰余
金 3億9806万円を積み増し、令和 4年度基金は30億367万8千円となっている。国保滞納者への

「短期被保険者証」の発行枚数は1320枚、医療費を全額払う「資格証明書」発行枚数は336枚である。30億
円を超えた基金を活用し、子どもの均等割りゼロ・国保税引き下げを行うべきであり、決算認定できない。

反対
討論

請願 5第 2号 都城市生誕100周年令和 6年度（西暦2024年）及び新市制18周年令和
6年（西暦2024年）記念行事等推進に関する請願書

議員提出議案第 5号 健康保険証の存続を求める意見書（要旨）

「都城市生誕100周年・新都城市誕生18周
年」記念行事は、市民の心をつなぎ、子ど
も達には誇れるふるさとづくりにも寄与で

きると考える。市民が共に歴史を認識し理解し合うこ
とで、先人や今を生きる人々が築いた数々の偉業も歴
史のある町から生まれたと、市内外にアピールもできる。
その証となる式典は、大きな意義がある。

賛成
討論

高齢者施設等への影響調査では、9割以上の施設
で利用者のマイナンバーカード、すなわちマイナ保
険証の管理ができないとしている。重大な事例が出

ていて、本市でも、マイナンバーカード表示と保険証の割合
が違い市役所にTELしたが、しばらく反映されるのに時間が
かかるとの答えあり。窓口ではできるだけ両方確認している
という事例の報もある。国民皆保険の下、誰もが必要なときに、
必要な医療が受けられる体制を堅持するため、システムの総
点検と健康保険証の存続がされるよう賛成する。

賛成
討論

都城市は令和 6年度に生誕100周年を迎える。県
の了解も頂いているので、記念行事の推進を議員各
位、市議会でもご賛同を願いたい。歴史長い都城市

を子供や孫たちへ誇りを持って繋げられるように、都城自衛隊
方式（駐屯・連隊）で、市民が一体感を持って祝う、意義が 1
世紀に亘る都城市の歴史の節目に行われる事の推進に賛成する。

賛成
討論

平成18年の新都城市誕生でそれまで
の都城市は閉じられている。すでに閉じ
られていて存在しない都城市の生誕100

周年について、記念行事に市が経費を負担すると
いう合理的な理由はない。生誕100周年の根拠は
成り立たない、また、すでに閉じられている自治
体の記念行事は成立しないと考えるため反対する。

反対
討論

マイナ保険証に関するトラブ
ルは、国の「マイナンバー情報
総点検」の結果を含め、本市では、

確認されていない。本意見書は、「誰もが必
要なときに、必要な医療を受けられる体制
を堅持するため」に健康保険証の存続を求
めるものだ。誰もがより適切な医療を受け
るために、マイナ保険証こそ適任と考える
ため、本意見書に反対する。

反対
討論

平成18年に旧 4 町は対等合
併し、その時点で旧市旧町の歴
史は幕を閉じている。そうした

経緯の中で、旧都城市のみを取り上げ、市
が周年行事を行うことに市民の納得が得ら
れるか疑問である。

反対
討論

都城市は、大正13年（西暦1924年）4月 1日に旧都城町から都城市（人口33,120人）としてスタート致し、
来る令和 6年（西暦2024年）には、生誕100周年を迎えることになる。生誕100周年と新市制18周年の記念を
旧4町の皆様のご理解、ご協力を頂いて、市民全体で一体感を持ってお祝いし、次世代に繋げていくために請願書を提出する。

提案
理由

マイナンバーと紐づけることで、公金受取口座をめぐり、家族ではない人の口座が登録される等の事案が14万件に及んだ。
セキュリティーを確保した上で、健康保険証とマイナンバーカードを一体化し、希望する人がマイナンバーカードを取得して、
健康保険証としても利用すること自体は否定していない。国民皆保険の下、誰もが必要なときに、必要な医療が受けられる体
制を堅持するため、システムの総点検と紙の健康保険証が存続されることを求めるもの。

提案
理由

議員提出議案第3号	 持続可能な水田の確立と食料の安全保障に関する意見書
議員提出議案第4号	 畜産の経営安定及び飼料自給率の向上に関する意見書
議員提出議案第6号	 地方財政の充実・強化を求める意見書

P6総務委員会の審査もご参照下さい

みやこのじょう 市議会だより No.399



一般質問について

１　議員が市長などに対し、市の政策や各事業などについて、その方針や市の見解などを問うことです。
２　申し合わせにより、議長・副議長・監査委員は一般質問を行いません。
３　質問した順に掲載しています。

一般質問

一心会

岩元　弘樹

自由民主党有志会

徳留　八郎

自由民主党有志会

小玉　忠宏
青雲

迫間　輝昭

公明

綿屋　善明
令和創生

中村 千佐江

青雲

神脇　清照

日本共産党都城市議団

畑中 ゆう子

1 　小・中学校における諸問題について

１　市長の政治姿勢について

1　薬物乱用弊害の教育について

2　市民の声から。

1　ふるさと納税の在り方について

2　本市の基幹産業への考え方について

3　本年8月19日の高崎夏まつり花火大会に
ついて

１　マイナンバーカードについて

1　大規模な山林売買について
2　市立中学校設置の弓道場について
3　霧島錦江湾国立公園について
4　子宮頸がん予防に対する啓発への取組に
ついて

１　高齢者支援策について

1　2022年度の食料自給率について

2　介護保険制度について

3　高齢者へのタクシー料金助成の実施につ
いて

16
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一般質問 市政を問う

青雲

広瀬　功三

公明

坂元　唱子

日本共産党都城市議団

森　りえ
自由民主党有志会

成合 円美佳

公明

音堅　良一

令和創生

別府　英樹

立憲民主

羽田野 徳寿

1 　森林整備の促進について

2　学校運営協議会の運営について

1　命をつなぐ取組について

2　異常気象と熱中症対策について

3　防げるがんへの対策について

1　熱中症の予防とその対策について

2　第2次都城市スポーツ施設整備ビジョン
について

3　本市職員の働き方について

1　イヌマキ等を食べるキオビエダシャクへ
の対応について

2　子供の命を守るための取組について
3　ウクライナ避難民が本市に来ていないこ
とについて

4　市長への手紙について

1　都城市斎場について

2　移住・定住推進事業について

1　インクルーシブ教育に視点を当て、共生
社会に向けた市の取組を問う。

2　不登校に対する取組と学校改革について

１　本市職員の働き方改革について

令和創生

楠見 千穂子

1 　救急車、心肺蘇生、AEDの有効活用につ
いて

2　行政のこけないからだづくり講座への地
域支援は十分か。
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視察にみえました ౎৓市議会のऔ૊͕ઌਐྫࣄͱͯ͠ɺΦϯϥΠϯ議会ใࠂ会の։࠵ɺߍߴੜͱのҙݟ
ΒΕ͍ͯ·͢ɻͤد੒ʹ͍ͭͯの࣭໰͕ଟ͘࡞੒ΨΠυϥΠϯのܗࡦ会ɺ੓׵ަ

北海道　鷹
たか

栖
す

町へオンライン視察しました10月4日

えびの市議会　広報特別委員会
7月7日  宮崎県 えびの市

春日井市議会　議会運営委員会
10月6日  愛知県 春日井市

戸田市議会　議会運営委員会
7月27日  埼玉県 戸田市

音堅 広報広聴副委員長
中村 広報広聴委員長担

当 議会改革特別委員会担
当議会改革特別委員会

広報広聴委員会担
当

鷹栖町議会の皆様

すごい「議会チラシ」を見た!!

本市の広報広聴委員会の選任方法、
構成等と、議会だよりの予算額、編
集方法、ページ数の上限等について。

本市の政策形成サイクルの取組と、
高校生との意見交換会の導入経緯、
高校との調整について。

本市の政策形成ガイドライン作成
の取組と、委員会のYouTube配信、
議会ICT化について。

鷹栖町議会は「開かれた議会」を目指し、議会活動を周知するため、
インパクトのある定例会案内チラシ等を作成しています。
また議会だよりについては、より多くの市民に読んでもらうため、
読みやすく、分かりやすい紙面づくりになるように編集されています。
本市の広報広聴委員会と議会改革特別委員会が、オンラインに
よる視察を行い、鷹栖町議会の皆様に様々な質問をする中、12名
の全議員が広報広聴常任委員会に所属し、全議員で議会改革に取
り組まれていることが分かり
ました。
　オンライン視察による成果
として、みやこのじょう市議
会だより№39の 4 ～ 5 ペー
ジ「令和 4年度決算審査」は、
今回チラシ風にリニューアルし、
反映することができました。

みやこのじょう 市議会だより No.39 12



POST CARD

8 8 5 8 7 9 0料金受取人払郵便

都城局承認

都城市姫城町6街区21号

都城市役所 議会事務局 行

1349

差出有効期間
令和 6年5月
31日まで

（切手不要）

ご応募はメールで！
議会事務局：gikai@city.miyakonojo.miyazaki.jp
メールの本文にタイトル、お名前、電話番号、撮影場所、作
品のコメントをご記入ください。
※掲載に関する相談についてこちらから連絡を差し上げる場
合があります。必ずご記入ください。

日 月 火 水 木 金 土
29日
開会
本会議

30日 1日 2日

3日 4日 5日 6日
一般質問

7日
一般質問

8日
一般質問

9日

10日 11日
一般質問

12日
一般質問
議案等の審議

13日
委員会

14日
委員会

15日
委員長報告
整理日

16日

17日 18日
本会議
閉会

19日 20日 21日 22日 23日

25日 26日 27日 28日 29日 30日

▲

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
。

皆様からいただいた市議会及び行政に対するご意見につき
ましては、今後も政策立案、政策提言等に活かしてまいります。
また、行政に対するご意見・ご要望につきましては、市の各
担当部署にも連絡いたします。

●去年の台風で川東新墓地が水没し骨つぼ等も水びたし
になったので対策をお願いします。
⇒台風14号により浸水した川東新墓地にお墓を所有

されている方で、濡れたお骨を乾燥させるために都
城市斎場で再火葬をする場合は、斎場使用料が免除
となります。環境政策課まで問い合わせください。

電話：環境政策課　23-2130

●本会議での質疑応答部分のみの放映を21時から再放
映できないか。
⇒ケーブルテレビでの再放映は、当日午後 8 時から

の録画放送のみとなっており、YouTube動画でい
つでもご覧いただけます。

●研修会でどんな課題が抽出されたか項目を示し、課題
の現状との関連づけがほしい。
⇒引き続き研修内容を載せていますのでご覧ください。

市議会だより No.38に
（令和5年8月10日発行）

対するご意見

表紙写真のご応募
ありがとうございます

36号から開始した募集に対し、多数のご応募をいた
だきありがとうございます。

採用となったケースはありませんが、編集委員一同、
大変うれしく審査させてもらっています。

引き続き、募集していますので、これからもよろしく
お願いいたします！

写真は横向き
で！

被写体の全体
が

入るようにお
願い

します。
注意事項は
コチラを

ご確認ください。

31日

※傍聴に際しては、私語を慎み、携帯電話はマナーモー
ドにするなど、当日お配りする「傍聴のお願い」をお
守りください。

本会議および委員会は、どなたでも傍聴すること

ができます。本会議の傍聴席は市役所6階にありま

す。詳しくは議会事務局にお問い合わせください

令和5年度12月定例会開催予定日
※日程はあくまで予定であり、議事の都合により変更となる場合があります。

議会傍聴のご案内

11 月 12月

休会（議案調査）

24日

みやこのじょう 市議会だより No.3913
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・オンライン議会報告会に
取り上げてほしい質問・
意見等があればお寄せ
ください。

・市議会だよりNo.39に
ついて、ご感想やもっと読みたくなるようなアイ
デアがあればお寄せください。

退出
参加者ミュート解除 ビデオの開始 チャット 画面の共有 リアクション

26
+

今年 1月に初めてオンラインで開催した議会報告会は、
ご好評をいただき、今年度もオンラインで開催する
ことになりました。

事前にご意見・ご質問をお寄せいただけましたら、報告会中にお答えします！
このページ下部のハガキか、メールでお寄せください。
議会事務局：gikai@city.miyakonojo.miyazaki.jp

〒885-8555 宮崎県都城市姫城町6街区21号
TEL（0986）23-7869　FAX（0986）25-7879
E-mail:gikai@city.miyakonojo.miyazaki.jp都城市議会
http://www.city.miyakonojo.miyazaki.jp

お問合せ

都城市ホームページ

編集後記
今回の「市議会だより」の表紙は、オンライン

議会報告会をイメージしてパソコン画面に議員の
顔写真をはりつけてみました。

普段は気難しい顔の議員も笑顔で「よかど、じっ
ぺ撮っくいやんな。」など言われながら、議会開
会中の休憩や昼休み時間に楽しく撮影することが
できました。議員の陽気で気さくな一面を感じま
した。
　内容も、令和 4 年度決算審査、常任委員会の
審査状況、 9 月定例会の審査内容などをわかり
やすく記載しております。

これからも
市民の皆様の
ご意見をいた
だきながら、
親しまれる紙
面づくりを心
がけてまいり
ます。

令和5年度 都城市議会

લճの
議会ใࠂ会の
ಈը͸こͪΒˠ

YouTube
都城市議会公式
チャンネル

～ 前回寄せられたご意見 ～
●野良猫の無料手術はどうしたら。
●街路樹の根っこが歩道に盛り上がってます。
●オンライン報告会、画期的ですね！
●ふるさと納税活用事業は何がありますか。
●コミュニティバスの停留所まで遠く利用しづらいので、

バス停までつなぐ手段はありませんか。…etc
すべてお返事しています！

令和6年 1月17日（水）12：０0～

オンライン議会報告会
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編集委員
＋長内アドバイザーでZOOMポーズ

議会報告会
HP




